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青森市立原別小学校教室断熱ワークショップ

青森での取組について

いまココ会議2025

青森の温暖化対策を考える会 中堀一弥
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活動のきっかけと自己紹介

●青森市出身 職業：薬剤師

●2021年 TVの気候変動の特集で、地球温暖化の将来への影響が大
変な事がわかり 子どもたちや未来の為に、できる事をしたいと

考えた。

これは
大変だ！



建築物から日本のCO2の１/３が排出されている

●日本の建物は多くが断熱性能が低く、その分多くのエネルギーロスがあり、
CO2の排出量も多くなっている。

●断熱を多くの建物で強化していく事ができれば、CO2削減だけでなく、建物を
使う人も、猛暑や冬の寒さから守ることができる。



教室断熱ワークショップ

子供たちが大工さんと一緒に教室の断熱DIYを実施して、楽しみながら断熱の効
果を実感し、気候変動対策についても考えてもらう取組です。

全国各地で2019年ころより開催されています。

子供たちと大工さんが一緒
に教室を断熱DIY



青森で具体的で分かりやすい脱炭素対策を進めたい

〇3年程前から多くの教室の断熱ワークショップ事例をみた

⇩

〇2年程前より青森市教育委員会と協議

⇩

〇昨年 原別小学校の支援学級にて実施できることに

⇩

〇1月から2月にクラウドファンディングを実施し165万円の支援で費用を調達

⇩

〇6月1日 青森で教室断熱ワークショップが実現





大工さんとふれあい、気候変動、断熱と健康についても学びました！











教室内側 窓（内窓設置前後）

未改修

改修済

未改修・改修済 5月31日 10:30 外気温 13.6℃



改修済未改修 6月1日14時頃 外気温16.8℃ 6月1日14時頃 外気温16.8℃

教室内側 窓（内窓設置前後）



6月1日15時頃 外気温18.4℃教室内側 窓（内窓設置前後）
断熱窓を外した状態

（窓は閉めたまま）で

は、金属フレームが太

陽によって熱せられて

いるのがはっきりとわ

かります。

断熱窓を閉めた状態で

は、表面温度が明らか

に低くなります。



設置場所 平面図









猛暑日のモニタリング結果



今回のポイントと感想

● 市民提案で、青森で実績をつくることができた

● 青森ヒバを活用 内窓は、中空ポリカを3枚重ねた

● 地元工務店に大きく協力をしていただき実施できた！

● 保護者、学校関係者、ほか見学者多数で、子供も大人もみんなで楽

しく実施できた！

多くの人が関わり、考える事ができる、教室断熱ワーク
ショップは実施してみて、とても良いと感じました！

中空ポリカーボネート



青森でのはじめの一歩！大成功できました！



あおもり環境フェア2025で断熱DIY講座が開催

あおもり環境フェア2025チラシより

朝日新聞で

当日の様子が
記事で掲載さ
れました！



少しずつ、

青森県内で断熱ワークショップが

広まってほしいと思っています！



取組中の企画のご紹介

・関係団体等と連携し「青森ねぶた」のカーボンオフセット

運行10団体分
12月中にプレスリリース予定

・第一回 青森まちづくり未来ミーティング

話題提供とワイワイタイムで未来のまちについて考える

1月18日（日）ねぶたの家ワ・ラッセ オフライン開催



ご清聴ありがとうございました！


